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（５）令和６年能登半島地震からの復旧・復興 

令和６年能登半島地震により、特に能登北部・能登中部医療圏の医療機関は甚大な

被害が出ており、早期の復旧・復興が望まれるところである。本計画（災害医療）の

策定に当たっても、今般の地震災害の影響を踏まえた対応が求められるところであ

るが、復旧・復興も緒に就いたばかりで未だ流動的な部分も多いことから、令和８年

度に予定されている計画の中間見直しの際に、災害の影響を踏まえた改定を行うこ

ととする。 

 

 

施策・指標マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ　目的

災害時に診療機能を維持できる体制の確保

　指標③：広域災害・救急医療情報システム（EMIS）の
　　　　　基本情報の入力率

災害情報の収集・連絡体制の整備
・EMISの効果的な運用
・災害拠点病院による管下病院へのEMIS運用の支援を行う。

　指標①：自家発電機の燃料の備蓄（３日分）の実施率

　指標②：受水槽の備蓄（３日分）の実施率

　指標③：業務継続計画（BCP）の策定率

災害拠点病院等の整備
・災害拠点病院等における災害時を想定した研修・訓練の実施
・災害拠点精神科病院の機能の充実
・災害拠点病院以外の病院の防災対策の促進
・災害拠点病院以外の病院の業務継続計画（BCP）の整備
・浸水想定区域等に所在する医療機関の浸水対策の促進

Ａ　個別施策 Ｂ　目標

災害医療を担う人材の確保と技能の向上

　指標①：DMATチーム数

災害医療コーディネート体制の整備
・災害医療コーディネーター等の養成・確保及び研修の実施
・保健医療福祉調整本部の設置・運営体制の整備
・災害医療に関するマニュアル等の整備及び研修や訓練を通
  じた連携強化

災害時に一人でも多くの患者を救う医療体制の構築

原子力災害医療体制の充実
・原子力防災訓練等における医療救護訓練の実施
・原子力災害医療に関する研修会の実施

国民保護計画に沿った災害対策の充実
・国民保護図上訓練における医療救護訓練の実施

　指標②：保健医療活動チーム等の受入にかかるコーディネー
　　　　　ト機能の確認を行う災害訓練・研修の実施回数

原子力災害医療体制・国民保護計画に沿った医療体制の整備

　指標①：原子力災害拠点病院数

　指標②：原子力災害・国民保護事案を想定した災害訓練・
　　　　　研修の実施

　指標④：浸水想定区域内に所在する病院において、
　　　　　浸水対策を講じている病院の割合

　指標①：都道府県災害医療コーディネーター任命者数及び
　　　　　地域災害医療コーディネーターの任命者数

円滑な災害医療体制を構築するための連携強化

災害医療に関する研修・訓練の充実
・医療機関や消防機関、行政関係者に対する災害医療に関する
　研修・訓練の実施

災害派遣医療チーム（DMAT）等の整備
・DMAT等への研修の実施及び国研修等への参加支援
・国が認定するＤＭＡＴ隊員養成研修の実施
・新興感染症のまん延時におけるDMAT等の派遣にかかる協定
　の締結及び研修等の実施

医療関係団体等の連携強化
・国、他都道府県、医療機関等との連携強化
・医療関係団体による災害マニュアル等に基づいた訓練や研修
  等の実施
・協定を締結している医療関係団体等との連携強化
・災害用医薬品・医療機器等の供給体制の整備・訓練の実施


